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消防統計の概要

1 火災統計
(1)出火状況

ア 令和 3年の出火件数は29件で、前年に比べ 3件の増加となっている。
また、火災による死者は 2名 となつている。

火災種別では、「建物火災」が 17件で前年に比べ 1件の減少、「林野火

災」は 1件で 1件増加、「車両火災」は 5件で 3件の増加、「その他火災」

は 6件で同件数となっている。

〔1佃 )火災概要〕

イ 市町別発生件数では、出火件数 29件中、「向日市」が 12件、「長岡京
市」が 13件、「大山崎町」が 4件となつている。

〔1(2)市町別概要〕

ウ 月別の出火状況は、「2月」及び「3月」が 5件で 17.2%と 最も高く、
次いで「 8月」及ぴ「 11月 」が各 4件で 13.8%、 「4月 」及び「7
月」が各 3件で 10.3%、 「 9月」及ぴ「 12月 」が各 2件で6.9%、
「1月 」が 1件で 3.40/oの順となつている。

また、月別の損害額については、 2月の87,345千 円が最も多い。
〔1(4)月 別状況〕

工 時間帯別件数は、「不明」が 8件で最も多く、次いで「2時～4時」、「 10
時～ 12時」、「12時～ 14時」、「 18時～20時」及び「22時～24時』
が各 3件、「8時～ 10時」が 2件、「0時～2時」、「4時～6時」、「6時～8

時」及び「16時～ 18時」が各 1件となつている。

〔1(7)時間帯別件数〕

オ 曜日別件数は、「水曜日」及び「木曜日」が各 5件と最も多く、次いで「日
曜日」、「月曜日」及び「土曜日」が各 4件、「金曜日」が 3件、「火曜日」

及び「不明」が各 2件となつている。

〔1(8)曜日別件数〕

(2)出火原因

出火件数 29件中「放火」及び「その他」が各 6件と最も多く、次いで「ス
トーブ」及び「不明」が各 3件、「たばこ」及ぴ「電気機器」が各 2件、「放

火の疑い」、「こんろ」、「配線器具」、「マッチ ロライター」、「たき火」、「溶接

機 日切断機」及び「灯火」が各 1件となつている。
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〔1(3)出火原因別の火災件数と損害額〕

(3)損害額

ア 損害額は、 131,555千 円となつており、前年に比べ 103,332

千円の増加となつている。内訳としては、「建物火災」による損害額

が 102,174千 円の増加、「車両火災」は 1,153千円の増加、「その

他火災」は 5千円の増加となつている。

イ 火災種別損害額では、「建物火災」が 130,
の99.1%を 占めている。

〔1(1)火災概要〕

371千 円で全体

〔1(5)火災種別損害額〕

(41 覚知方法別件数

覚知方法別件数は29件中、「事後聞知」 (消防が鎮火後に覚知したもの。

爆発の場合は、消防機関が実際に出火又は再爆発の危険がなくなつたと推定

又は認定した時分が、覚知時分以前のもの)が 11件で37.9%と 最も多

く、次いで「火災報知専用電話 (携帯電話)」 が 10件で34.5%、 「火災

報知専用電話 (固定電話)」 (NTT加入電話を除く)が 4件で 13.8%、

「加入電話 (固定電話)」 が 2件で6.9%、「火災報知専用電話 (固定電話)」

(NTT加入電話)及ぴ「駆け付け通報」が各 1件となつている。
〔1(6)覚知方法別件数〕

2 その他災害統計
佃)その他災害発生件数及ぴ種別件数

その他災害の発生件数は34件で、前年の 19件に比べ 15件の増加と

なつている。また、災害種別の発生件数は、「交通」が 22件、次いで「危険

物」が 10件、「自然」及び「ガス ロ酸欠」が 1件となつている。

〔2(1)その他災害種別の件数〕

(21 市町別件数

市町別の発生件数は、「向日市」が 13件、「長岡京市」が 15件、「大山崎

町」が 6件となつている。

〔2(2)市町別その他災害種別の件数〕

(3)覚知方法別件数

覚知方法別の災害件数は、「その他」が 13件で38.2%、 「火災報知専

用電話 (携帯電話)」 が 11件で 32.40/o、 次いで「加入電話 (固定電話)」
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が 6件で 17.6%、 「火災報知専用電話 (IP電話)」 が 3件で8.3%、

「加入電話 (携帯電話)」 が 1件で2.9%と なつている。
〔2(3)覚知方法別件数〕

(4)時間帯別件数

時間帯別の発生件数は、「8時～ 10時」が 7件と最も多く、次いで「12

時～ 14時」、「 14時～ 16時」、「16時～ 13時」及び「 18時～20時」

が各 5件、「 10時～ 12時」が 3件、「22時～24時」が 2件、「0時～ 2

時」及び「 6時～ 8時」が各 1件となつている。

〔2(41時間帯別件数〕

(5)曜日別件数

曜日別の発生件数は、「水曜日」、「木曜日」及び「土曜日」が各 7件と最も

多く、次いで「火曜日」が 4件、「月曜日」、「金曜日」及ぴ「日曜日」が各 3

件となつている。

〔2(5)日程日月11牛数〕

3 救助統計
(1)出場件数及び活動件数

救助活動の状況は、出場件数が67件、活動件数は54件で、

前年に比べると出場件数は 16件の増加、活動件数は 11件の増加となつ

ている。

〔3側 )事故種別出場件数及び活動件数〕

(21市町別件数

出場件数を市町別でみると、「向日市」が 22件、「長岡京市」が 29件、

「大山崎町」が 12件、「その他の市町」には4件出場している。

〔3(2)市町別出場件数〕

(3)救出人員

救出人員は53人で、前年に比べると 10人増加している。また、事故種

別の内訳は、「建物等による事故」が 30名、次いで「交通事故」が 9名、「火

災建物」及び「その他の事故」が各 6名、「機械による事故」が 2名 となつて

い る 。

〔3(3)事故種別救出人員〕

3
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(1)出場件数及び搬送人員

出場件数は6, 285件で前年に比べ257件の増加、搬送人員について
は5, 761人で前年に比べ 214人の増加であり、 1日あたりの出場件数
は 17.2件 、搬送人員は 15 8人となっている。

〔4(1)事故種別出場件数及び搬送人員〕
(2)事故種別

(3)

事故種別出場件数は、「急病」が3,983件 で全体の63.4%、 次いで
「一般負傷」の 1,088件 で 17. 3%～「交通事故」529件で3.4%
となっており、これらが全体の約 9割を占めている。

〔4何 )事故種別出場件数及び搬送人員〕
年齢区分

ア 年齢区分別事故種別の搬送人員は、「急病」では搬送人員 3, 690人
中2,423人 が「高齢者」で65,7%、 次いで「成人」の 958人
で26.0%、「乳幼児」が 218人で5.9%と なり、全体の半数以上を
「高齢者」が占めている。

〔4(2)年齢区分別事故種別搬送人員〕
イ 「交通事故」では、搬送人員499人中296人が「成人」で59,3%、
次いで「高齢者」の 140人で28.1%、 「少年」の46人で9.2%
となつている。

〔4121年齢区分別事故種別搬送人員〕
ウ 「一般負傷」では、搬送人員 1,013人中774人が「高齢者」で76.4%、
次いで「成人」の 127人で 12.5%、「乳幼児」の30人で7.9%
となっている。

〔4(2)年齢区分別事故種別搬送人員〕
傷病程度(41

傷病程度別搬送人員では、搬送人員5,761人 中2,845人 が「軽症」
で49.4%に なり約半数を占めている。

〔413)事故種別傷病程度別搬送人員〕

(5)市町別出場件数

市町別出場件数では、「向日市」が2,378件 で37.8%、「長岡京市」
が 3, 245件で51.6%、 「大山崎町」が627件で lo.o%、 「乙訓
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管外」が 35件で0.6%と なつている。
〔4(6)市町別出場件数〕

(6)消防署別出場件数

消防署別出場件数では、「向日消防署」が2, 137件で34.0%、 「長

岡京消防署」が 2, 010件 で 32,0%、 「長岡京消防署東分署」
が 1,041件 で 16.6%、「大山崎消防署」が 1,097件 で 17.5%

となっている。

〔4(7}消防署別出場件数〕

※ 本文中のパーセント(%)表示の数値については、小数点第 2位を四捨五入し

ているため、実際の数値とは合致しない場合があります。
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1火災統計

何)火災概要

※「死者」には、火災により負傷した後、48時間以内に死亡した者を含む。

※ 出火率とは、人口1万人当りの出火件数をいう。

※ ()内 は高速道路の火災を表す。

※ 高速道路は、名神高速道路上下線及び大山崎枝線上とする。
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区 分 単  位 令和3年 令和2年 増減 (△印減 )

出
火
件
数

建   物
林   野
車   両
そ の 他

17

1

5

6

1 8

2 (1)

6

△ 1

1

3 (△ 1)

計 件 29 26 ( 1 ) 3(△ 1)

焼
損
棟
数

全   焼
半   焼
部 分 焼
ぼ   ゃ

5

4

5

18

3

6

17

2

4

△ 1

1

計 棟 32 26 6

焼 損 床 面 積 m 832 265 567

焼 損 表 面 積 m 28 59 △ 31

林 野 焼損 面積 a 1 1

死 者 人 2 1 1

負  傷  者 人 10 6 4

り
災
世
帯
数

全

半

′よヽ

損

損

損

8

5

21

2

19

6

5

2

計 世帯 34 21 13

り 災 人 員 人 72 51 21

損
害
額

建   物
林   野
車   両
そ の 他

130,371

1,177

7

28,197

24

2

102,174

1,153

5

計 千 円 131,555 28,223 103,332

出  火  率 件/人 口1万人 1.9 1.7 0.2



(2)市町別概要

※「死者」には、火災により負傷した後、48時間以内に死亡した者を含む。
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区 分 単 位 向口市 長岡京市 大山崎町

出
火
件
数

建

林

車

そ

物

野

両

他の

7

1

4

8

1

3

1

2

1

1

計 件 12 13 4

焼
損
棟
数

1全

半

部

ぼ

焼

焼

焼

や

分

4

3

2

11

1

2

6

1

1

1

計 棟 20 9 3

焼 損 床 面 積 浦 440 63 329

焼 損 表 面 積 ∬ 20 2 6

林 野 焼 損 面 積 a
1

死 者 人 1 1

負   傷   者 人 4 5 1

り
災
世
帯
数

全

半

′よヽ

損

損

損

7

3

14

2

6

1

1

計 世帯 24 8 2

り 災 人 員 人 45 23 4

損
害
額

建

林

車

そ

物

野

両

他の

87,913

2

7

4,652

871

37,806

304

計 千円 87,922 5,523 38,110

出  火  率 件/人口1万人 2.1 1.6 2.5

※ 出火率とは、人口1万人当りの出火件数をいう。



(3)出火原因別の火災件数と損害額

火災件数 (件 )

(出火原因)

（
件
数
）

6   6

3 3

2 2

1 1 1 1 1 1 1

0000 0000 0  0  0 0  0  0

宰ぎぎざμ掌冬ざどぎどが

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

損  0
害
額

(出火原因

損害額 (千円)

26,069

5,557

0  01,67615 0  0  0  0 0 0 0 0 4 0 0 0 379871 o l13 8 0 0 0 31 2

専ぎぎざぎぎ墨ざどぎどごゞが
)
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(4)月別状況

※ 害J合については、小数点第2位を四捨五入しているため合計と合致しない場合があります。

(5)火災種別損害額
区分

火災種別

出 火 件 数

(件 )

割
△
口

(0/o)

損  害  額
(千円)

害J
△
ロ

(%)

建 物 火 災 17 58.6 130,371 99.1

林 野 火 災 1 3.4

車 両 火 災 5 17.2 1,177 0.9

そ の 他 の 火 災 6 20.7 7 0.0

合  計 29 100.0 1317555 100.0

※ 害J合については、小数点第2位を四捨五入しているため合計と合致しない場合があります。

(6)覚知方法別件数
区分

覚知方法

出 火 件 数

(件 )

構  成  比
(%)

火 災 報 知 専 用 電 話
固定電話から(NTT加入電話を除く)

4 13.8

火 災 報 知 専 用 電 話
固定電話から(NTT加 入重話 ) 1 3.4

話
λ

電
か
用専
話

知
琶
報災
帯

火
擁

10 34.5

加入電話 (固 定電話から) 2 69

加入電話 (携 帯電話から)

警 察 電 話

駆 け 付 け 通 報 1 3.4

事 後 聞 知 11 37.9

そ の 他

△
口 計 29 100.0

※ 構成比については、小数点第2位を四捨五入しているため合計と合致しない場合があります

区分

月 別

出 火 件 数

(件 )

割
△
ロ

(%)
損  害  額
(千円)

害1
△
口

(%)
1 月 1 34 37,806 28,7

2 月 5 17.2 87,345 66.4

3 月 5 17.2 1,251 ■0

4    月 3 10.3 311 0.2

5 月

6 月

7 月 3 10.3 4,652 35

8 月 4 13.8 67 0.1

9 月 2 6.9 8 0.0

10    月
11 月 4 13.8 115 0.1

12 月 2 6.9

合  計 29 100.0 131,555 1000
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(7)時間帯別件数

(8)曜日別件数
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件
雑
）
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１

　

　

０

団建物火災 団林野火災 口車両火災 国その他の火災

〆
6 
丁
り

。
/へ
°

へ。
r〆
≒ メ

ヘ併

へ併
/へ
oへ

。
/ゃ
へ。
/ド
ド
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Ъ メ

げ 祇―°卒ゲ
併9′

0″
″

(時間帯)

5

団建物火災 日林野火災 口車両火災 国その他の火災

月 火 水 木 金 土

(曜日)

４

（
出
火
ド

数
）

2

0

日 不

明
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2その他災害統計
1)その他災害種別の

(2)市町別その他災害種別の件数

種 別

年
令和3年 令和2年 増減 (△印減)

交 通 22 12 10

水 難

自 然 1 1

機 械

危   険   物 10 5 5

建   物   等

ガ ス ・ 酸 欠 1 2 △ 1

爆 発

そ の    他

計 34 19 15

市 町 別

種  月U
向日市 長岡京市 大山崎町

交 通 10 7 5

水 難

自 然 1

機 械

危   険   物 3 6 1

建   物   等

ガ ス ・ 酸 欠 1

爆 発

そ    の 他

計 13 15 6
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(3)覚知方法別件数

※ 構成比については小数第2位を四捨五入しているため合計が100%にならない場合があります。

区  分

覚知方法

災害件数

(件 )

構成比

(%)

火災報知専用電話 (固定電話から)

火災報知専用電話(携帯電話から) 11 324

火災報知専用電話 (IP電話から) 3 8.8

加入電話 (固定電話から) 6 17.6

加入電話 (携帯電話から) 1 2.9

警 察 電 話

馬区 け 付 け 通 報

事 後 聞 知

西日本高速道路

そ の 他 13 38.2

△
口 計 34 100

目自然災害

国爆発災害

ロガス、酸欠災害

口危険物等の災害

□機械

口建物等

口交通災害

口水難災害

回その他

ぎ◆デ♂じざ、■■を■隼/η
げ群

(時間)

（件
数
）
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(5)曜日別件数

（
件
数
）

７

　

　

６

　

　

５

日自然災害

田爆発災害

ロガス、酸欠災害

口危険物等の災害

口機械

団建物等

口交通災害

□水難災害

国その他

2

1

0
月 火 水 木 金

(曜日)

上  日  不明
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3救助統計

側}事故種別出場件数及び活動件数

※ ()内は、高速道路救助出場件数を表す。
※ 高速道路は、名神高速道路上下線及び大山崎枝線上とする。

事故種別

令和3年 令和2年 増減 (△印減 )

出場件数 活動件数 出場件数 活動件数 出場件数 活動件数

火   災
建  物 7 7 1 1 6 6

建物以外

交 通 事 故 15(3) 7 9(2) 3 6 ( 1 ) 4

水 難 事 故 2 2 2 1 1

風水害等自然災害

機 械 に よる事 故 2 2

建物等による事故 30 30 28 28 2 2

ガス及ぴ酸欠事故

爆 発 事 故

そ の 他 の 事 故 11 8 11 10 △ 2

計 67(3) 54 51(2) 43 (2) 16  (1) 11(△ 2)
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(2)市町別出場件数

※ ()は、高速道路救助出場件数を表す。
※ 高速道路は、名神高速道路上下線及び大山崎枝線上とする。

事故種別

向口市 長岡京市 大山崎町 その他の市町 計

火   災
建   物 3 3 1 7

建物以外

交 通 事 故 4 5(1) 5 ( 1 ) 1(1) 15(3)

水 難 事 故 2 2

風水 害等 自然災害

機 械 に よ る 事 故 2 2

建 物 等 による事 故 10 15 4 1 30

ガス及 び酸 欠事 故

爆 発 事 故

そ の 他 の 事 故 3 6 2 11

計 22 29(1) 12(1) 4(1) 67(3)
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(3)事故種別救出人員

※ ()は、高速道路救助出場における救出人員を表す。
※ 高速道路は、名神高速道路上下線及び大山崎枝線上とする。

事故種別

救 出 人 員

令和3年 令和2年 増 減 (△ 印 減 )

火   災
建   物 6 6

建物以外

交 通 事 故 9 (1) 3 6 ( 1 )

水 難 事 故

風水 害等 自然災害

機 械 に よ る 事 故 2 2

建 物 等 による事 故 30 28 2

ガス及 び酸 欠事 故

爆 発 事 故

そ の 他 の 事 故 6 12 △ 6

計 53 ( 1 ) 43 1 0 (1)
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(4)発生場所別出場件数及び活動件数

※ 内水面―河川L湖沼日池ロプール等内陸における水上又は水中(ただし、河川敷やプールの
シヤワー室等は含まない。)

※ 外水面―上記以外の水上又は水中

件数区分

発生場所

令和3年 令和2年 増減 (△印減 )

出場件数 活動件数 出場件数 活動件数 出場件数 活動件数

屋
内

住 居 35 34 25 25 10 9

そ の 他 の 屋 内 3 3 1 1 2 2

屋
外

道
路

高速道路国道 3 1 2 1 1

その他の道路 9 5 9 5

水
面

内  水  面 2 2 3 2 △ 1

外  水  面

山 岳 5 4 6 5 △ 1 △ 1

そ の 他 の 屋 外 10 7 4 4 6 3

地 下

そ の 他 1 1 △ 1 △ 1

計 67 56 51 43 16 13
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4救急統計

(1)事故種別出場件数及び搬送人員

注 :()内は、「うち高速道路救急出場件数及び搬送人員」を表す。

年別等 令和3年 令和2年 増減 (△印減 )

件数等
出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

火 災 14 8 9 ( 1 ) 5 5(△ 1) 3

自 然 災 害

水 難 1 △ 1

交 通 事 故 529(11) 499 (12) 499  (5) 487  (6) 30(6) 12(6)

労 働 災 害 43 42 44 43 △ 1 △ 1

運 動 競 技 75 76 58 62 17 14

一 般 負 傷 1,088 1,013 1,098 1,037 △ 10 △ 24

力口 堂 17 13 17 11 2

自 損 行 為 50 34 41 29 9 5

急 病 3,983(2) 3,690  (1) 3,846  (4) 3,556(3) 137(△ 2) 134(△ 2)

そ  の  他 486  (1) 386 415 317 7 1 (1) 69

計 6,285  (14) 5,761(13) 6,028 (10) 5,547  (9) 257  (4) 214 (4)

一 日平均件数 17.2 15.8 16.5 15.2 0.7 0.6
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年齢区分

事故種別

急  病 交通事故 一般負傷 そ の 他 計

新  生 児 3 2 5

乳  幼  児 218 17 80 4 319

少 年 88 46 30 35 199

成 人 958 296 127 240 1,621

高  齢  者 2,423 140 774 280 3,617

計 3,690 499 1,013 559 5,761

(2)年齢区分別事故 搬送人員

※ 新生児 28日
乳幼児 :生後 28日以上満 7歳未満
少 年 :満 7歳以上満 18歳未満
成 人 :満 18歳以上満 65歳未満
高齢者 :満 65歳以上

(3)事故種別 程度別搬送人員

に いて、 の

重 症 :傷病の程度が 3週間以上の入院加療を必要とするもの
中等症 :傷病の程度が入院を必要とするもので、重症に至らないもの
軽 症 :傷病の程度が入院を必要としないもの
その他 :医師の診断がないもの及び「その他の場所 (接骨院等)」 へ搬送したもの

事故不重列I

傷病程度

死  亡 重  症 中 等 症 軽  症 そ の 他 計

急 病 73 353 1,522 1,741 1 3,690

交 通 事 故 20 85 392 2 499

一 般 負 傷 1 115 325 572 1,013

そ  の  他 7 80 332 140 559

計 81 568 2,264 2,845 3 5,761

※
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区

(5)傷病程度別搬送人員

重症 568

人

死亡 81 その他.3

軽傷 2′845

傷病程度
新 生 児 乳 幼 児 少 年 成 人 高 齢 者 計

死    亡 9 72 81

重    症 7 1 84 476 568

中 等 症 2 75 29 489 1,669 2,264

軽    症 3 235 169 1,039 1,399 2,845

そ の 他 2 1 3

計 5 319 199 1,621 3,617 5,761

中等症.2,264

20



急  病 交 通 事 故 一 般 負 傷 そ の 他 計

3年 1,530 219 413 216 2,378
向 日 市

2年 1,572 204 436 155 2,367

増 減 (△ 印 減 ) △ 42 15 △ 23 61 11

3年 2,025 232 (2) 564 424 3,245  (2)
長 岡 京 市

2年 1,910 227 545 387 3,069

増 減 (△ 印 減 ) 115 5(2) 19 37 176(2)

3年 418 62(6) 106 41 627 (6)
大 山 崎 町

2年 354 49 (4) 115 38 556 (4)

増 減 (△ 印 減 ) 64 13(2) △ 9 3 71(2)

3年 9 1 4 1( ) 5 4 1( ) 32(3)
京 都 市

2年 6 17(1) 2 4 29

増 減 (△ 印 減 ) 3 1( ) △ 3 3 (1) 3(2)

3年 1 )1 ( 1(1)
島 本 町

2年 2(2) 1 3(2)

増 減 (△ 印 減 ) △ 1(△ 1) △ 1 △ 2(△ 1)

3年 2(2) 2(2)
そ の 他

2年 2(2) 1 1 1( ) 4(3)

増 減 (△ 印 減 ) △ 2(△ 2) 1(2) △ 1(△ 1) △ 2(△ 1)

3年 3,983(2) 529 (11) 1,088 685 (1) 6,285 (14)
合   計

2年 3,346 (4) 499 (5) 17098 585 6,028 (10)

増 減 (△ 印 減 ) 137(△ 2) 30  (6) △ 10 100 257 (4)

注 :()内は、「うち高速道路救急出場件数」を表す。
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(7)消防署別出場件数

消防署名

急 病 交通事 故 一般負傷 そ の 他 計

向 日消 防署

3年 1,356 168 384 229 2,137

2年 1,350 164 427 195 2,136

増減 (△印減 ) 6 4 △ 43 34 1

長岡京消防署

3年 1,235 166 342 267 2,010

2年 1,213 137 332 235 1,917

増 減 (△ 印 減 ) 22 29 10 32 93

東 分 署

3年 661 1 1 2 188 80 1 ,04 1

2年 643 108 166 53 970

増 減 (△ 印 減 ) 18 4 22 27 71

大山崎消防署

3年 731 83 174 109 1,097

2年 640 90 173 102 1,005

増 減 (△ 印 減 ) 91 △ 7 1 7 92

合  計

3年 3,983 529 1,088 685 6,285

2年 3,346 499 1,098 585 6,028

増 減 (△ 印 減 ) 137 30 △ lo 100 257
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(8)救急隊員が行つた応急処置状況

一人につき複数の応急処置を行う事もあるため、応急処置対象人員と事故種別ごとの処
置項目の係数とは一致しない。

拡大された応急処置のうちショックパンツと自動式心マッサージ器は積載していない。

注 :1

注 :2

急 病 交通事故 一般負傷 そ の 他 計

3,690 499 1,013 559 5,761

止 血 12 23 69 13 117

固 定 8 125 65 36 234

人 エ 呼 吸 13 2 15

心  マ  ッ  サ ジ 1 1

,い 月市 蘇 生 111 2 9 122

酸 素 吸 入 631 20 38 1 2 1 810

気 道 確 保 155 3 5 10 173

2 2

36 1 37

1 1

保 .｀ Eヨ

′皿 65 7 16 7 95

被 覆 15 104 222 32 373

在 宅 医 療 68 6 2 76

シヨックパンツによる血圧の保持

除 細 動 17 1 1 19

静 脈 路 確 保 32 2 3 37

薬 斉J 投 与 13 2 15

そ の 他 の 応 急 処 置 3,528 481 972 508 5,489

血 圧 測 定 3,502 490 975 535 5,502

聴 診 器 に よ る 聴 取 1:596 166 307 183 2,252

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 3,577 493 1,005 553 5,628

心 電 図 測 定 1,275 29 89 111 1,504

計 14,619 1,943 3,774 2,126 22,462
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